
龍王池伝説
平安時代に転記された鬼城縁起によれば・・・・・　

吉備津彦命の軍奉行であった楽々森舎人（ささもりとねり）は、超能力を持って

いて、芦守山の山頂の岩をうがって、水を湧き出させ、地域の人々をうるおし

ました。湧き出た水は、山の中腹の池となりました。

その後、優鉢羅龍神（うはつらりゅうじん）が芦守山に飛来し、地域の人々を護

ったので、いつしか芦守山を龍王山、池は龍王池と呼ぶようになりました。

楽々森舎人は足守の豪族で桃太郎伝説の猿のモデルと言われています。

優鉢羅龍神は青い蓮の花が咲く池に住むといわれ、八大龍王の変化 (へんげ）の一つです。

龍泉寺では、龍王池を八大龍王様の御神体としてお祭りしています。あがめられるお姿を

思い浮かべ優鉢羅龍神を具象化しました。愛称は優羅姫（ゆらひめ）です。

優羅姫（ゆらひめ）Ⓒ

サギソウ

ノハナショウブ

トキソウ

龍王池周辺に湿地があります。涸れ
ることのない湧水が湿地をうるおし、
希少生物を育んでいます。

永代供養塔・永代墓　豊かな自然に抱かれた
永代墓はおすすめです。宗旨宗派は問いません。
墓石に銘文を刻印し、永代にご供養いたします。
個々のお墓なので、合葬には致しません。

身代り地蔵のお社　備前一宮から足守藩へ通じ
る古道があり、追いはぎが出没しました。地元の
人が身代りに地蔵をお祀りしたのが始まりです。

八大龍王大宝塔　龍王池の南側に位置し、4 月
第 3 日曜日に、この前で、八大龍王祭の祭事が
行われます。

八大龍王は生命の源泉である
「水をつかさどる神様」です。
岡山県立自然公園に指定され
た豊かな里山の自然は、” 水 ”
の賜物です。
龍泉寺は最上位経王大菩薩（お
稲荷さん）、八大龍王（水の神
様）、鬼子母神（子供の守り神）、
三面大黒天、身代り地蔵尊を
お祭りしています。 


